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高潮浸水想定区域は、日本に接近した想定最大規模※ の高潮による浸水区域や深さを示したものです。
※室戸台風相当の中心気圧（910hPa）、伊勢湾台風相当の半径（75km）・移動速度（時速73km）の台風が、
満潮時に潮位偏差が最大となるようなコースで接近することを想定。
※堤防等の全ての防護施設が破壊されることを基本とするなど最悪の事態を想定。

【高潮浸水想定区域】

　高潮は河川を遡上します。そのため、
海から離れた場所でも河川を遡上して
きた高潮により氾濫する可能性があり
ます。台風襲来時には、大雨で河川の
水位も増大しており、大変危険です。

　高潮は、「吸い上げ」や「吹き寄せ」という現象により、海水が堤防
や防潮堤を越えたり、破壊して発生する浸水です。
　これらの現象が満潮時と重なると、より一層被害は大きくなります。
①吸い上げとは
　台風など低気圧が接近したときに、空気が海面を押さえつける力
が弱くなり海面が持ち上げられること。
②吹き寄せとは
　海上から海岸に向かって風が吹き続けることにより、海面が高く
なること（風が長く吹き続けるほど海面は高くなります）。

堤防･防潮堤堤防･防潮堤

台風や低気圧台風や低気圧

通常潮位通常潮位

越波越波

1

2 高潮

高潮のメカニズム

注意する場所 河川沿い
　港内では波と波が
ぶつかりあい、さらに
波が大きくなる場合
があります。

注意する場所 港内

3 

地
震
・
津
波

2 

風
水
害

1 

災
害
へ
の
備
え

21

今池今池

大池大池

小池小池

更池更池西二見駅
西二見駅

東二見駅
東二見駅

250

西二見交番西二見交番

東二見交番東二見交番
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ふれあいプラザあかし西ふれあいプラザあかし西

チャーム明石西二見チャーム明石西二見

西二見公民館西二見公民館

明石西高等学校明石西高等学校

西部文化会館西部文化会館

上西厚生館上西厚生館

二見中学校二見中学校

二見小学校二見小学校

二見西小学校二見西小学校

西二見公園西二見公園

明石海浜公園明石海浜公園

避難場所

指定避難所（小・中学校等）

避難所（公共施設等）

福祉避難所

凡　例

5.0～10.0m未満

3.0～5.0ｍ未満

0.5～3.0ｍ未満

0.5m未満

高潮浸水想定区域・最大浸水深高潮浸水想定区域・最大浸水深

（3）風水害（高潮）（3）風水害（高潮） ① 二見、魚住地域

　このマップは、最大規模の高潮による浸水想定区域を示したマップです。
兵庫県が実施したシミュレーションに基づいて作成しています。
　日本に来る台風の多くは、赤道付近の海上で発生し、勢力を拡大しなが
ら日本に接近します。近年は地球温暖化の影響による海水温の上昇などの
ため、台風が巨大化しており、高潮による被害が激甚化する可能性があり
ます。
　「もしも高潮が発生したら・・・」を想定し、どの
程度の被害となるのか、発生しそうな時に何を
すればよいのか、日頃から何に気を付けて備え
ておくべきなのかについて考えてみましょう。

測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 3JHs 828
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